
県指定

所在地

地図

4243

長
岩
横
穴
群

小原・
志々岐

24

史跡

な
が
い
わ
よ
こ
あ
な
ぐ
ん

P.141

県
｜
11

　

長
岩
横
穴
群
は
、
志し

じ々

岐き

台
地
の
南
端
か
ら
西

端
の
崖
に
あ
り
、
高
さ

一
〇
㍍
前
後
の
絶
壁
に

掘
ら
れ
て
い
ま
す
。
時

代
は
古
墳
時
代
後
期
（
六

世
紀
）
と
思
わ
れ
、
岩

壁
に
沿
っ
た
約
五
〇
〇

㍍
の
間
に
大
小
合
わ
せ

て
一
二
〇
基
あ
り
ま
す
。

装
飾
の
あ
る
横
穴
は

一
二
基
（
現
存
は
一
一

基
）
で
、
周
辺
の
横

穴
群
の
な
か
で
中
心
的

位
置
に
あ
り
ま
す
。
装

飾
の
横
穴
で
は
外
壁
に

浮う
き
ぼ
り彫
彩
色
し
た
盾
の
装

飾
を
は
じ
め
、
両
手
両

足
を
広
げ
大
の
字
形
に

立
っ
た
人
物
像
の
浮
彫

が
目
を
引
き
ま
す
。（池

上
）

108・109 号横穴装飾（盾・人物）

64 ～ 70 号横穴

48 号横穴装飾（人物） 108・109 号横穴装飾（盾・人物）

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画 市絵画市絵画

市彫刻 市彫刻市彫刻

市工芸 市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古 市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡 市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝 市  

名
勝市  

名
勝
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県指定

所在地

地図

4445

城
横
穴
群

城
字城

25

史跡

じ
ょ
う
よ
こ
あ
な
ぐ
ん

P.141

県
｜
12

　

城
じ
ょ
う

台
地
の
崖
面
に
四
六
基
が
確
認
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
二
〇
号
と
二
一
号
横
穴
の
間
に

あ
る
装
飾
が
有
名
で
す
。
そ
こ
に
は
人
物
、

盾
、
靭と

も

の
浮
彫
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
物

は
、
腕
白
小
僧
が
駄
々
を
こ
ね
て
い
る
よ
う

な
愛
嬌
の
あ
る
姿
を
し

て
い
ま
す
。

　

横
穴
内
部
に
は
屋
根

形
の
天
井
、
造
り
つ
け

の
石
枕
の
ほ
か
、
少
な

く
と
も
三
体
を
葬
っ
た

と
見
ら
れ
る
仕
切
り
の

あ
る
横
穴
も
見
ら
れ
ま

す
。

　

時
代
は
古
墳
時
代
後

期
（
六
世
紀
）
頃
の
も

の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
福
本
）

20・21 号横穴装飾（人物・盾・靱）

15・16 号横穴

遠景

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画 市絵画

市彫刻市彫刻 市彫刻

市工芸市工芸 市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古 市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡 市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝 市  

名
勝
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県指定

所在地

地図

4445

　
内
部
は
横
穴
式
石
室
か

ら
な
る
、
円
墳
で
す
。
か

つ
て
立
派
な
馬
具
類
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
馬
塚
と

呼
ば
れ
、「
馬
の
神
様
」

と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
玄
室
奥お

く
へ
き壁

沿
い
に
家
形

石
棺
が
あ
っ
た
ら
し
く
、

棺
蓋
の
破
片
が
残
っ
て
い

ま
す
。
玄
室
奥
壁
は
割
っ

た
石
を
小
口
積
み
に
し
て

い
ま
す
が
、
左
右
の
側
面

の
壁
は
板
状
の
巨
石
を
立

て
て
使
用
し
、
新
し
い
手

法
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。
玄
門
に
は
赤
、
白
、

灰
色
で
描
か
れ
た
三
角
文

な
ど
の
装
飾
が
残
っ
て
い

ま
す
。

　
時
代
は
、
古
墳
時
代
後

期
（
六
世
紀
）
頃
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
　（
福
本
）

馬
塚
古
墳

城
字鬼天神

26

史跡

う
ま
つ
か
こ
ふ
ん

P.141

県
｜
13

玄室右壁

玄門の装飾（連続三角文）

墳丘

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画 市絵画市絵画

市彫刻 市彫刻市彫刻

市工芸 市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古 市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡 市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝 市  

名
勝市  

名
勝
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県指定

所在地

地図

4647

桜
の
上
横
穴
群

鹿央町
岩原

27

史跡

さ
く
ら
の
う
え
よ
こ
あ
な
ぐ
ん

P.141

県
｜
14

　

岩
原
古
墳
群
の
あ
る
台
地
の

北
東
に
位
置
し
、
現
在
二
三
基

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
陥
没
に

よ
り
詳
細
不
明
の
三
号
を
除
く

一
号
か
ら
六
号
ま
で
は
複
室
構

造
で
、
玄げ
ん
し
つ室
内
に
は
装
飾
文
や

彩
色
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
一
号
は
、
羨せ
ん

門も
ん

か
ら
奥
壁

ま
で
六
・
九
㍍
を
測
る
壮
大
な

も
の
で
、
県
内
で
最
も
精
美
な

横
穴
墓
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
出
土
品
に
は
、
須す

恵え

器き

片
、

鋤す
き
さ
き先
、
金
環
（
イ
ヤ
リ
ン
グ
）、

人
骨
、
飾
り
金
具
等
が
見
つ
か

っ
て
い
ま
す
。

　

一
号
横
穴
は
、
内
部
構
造
の

保
存
状
況
が
大
変
良
好
で
、
現

在
は
内
部
保
存
を
図
る
た
め
に

保
護
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。	

	

（
多
田
隈
）

１号横穴

２号横穴１号横穴保存施設

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画 市絵画

市彫刻市彫刻 市彫刻

市工芸市工芸 市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古 市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡 市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝 市  

名
勝
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県指定

所在地

地図

4647

持
松
塚
原
古
墳

鹿央町
持松

28

史跡

も
ち
ま
つ
つ
か
ば
る
こ
ふ
ん

P.141

県
｜
15

	

標
高
六
〇
㍍
の
平
坦
な
台
地
上
に
あ

り
ま
す
。
圃ほ

場
整
備
事
業
に
際
し
、
昭

和
四
十
二
年
十
二
月
熊
本
県
教
委
に
よ

り
試
掘
さ
れ
た
結
果
、
幅
一
・
八
㍍
も

あ
る
巨
大
な
石
棺
の
一
部
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
未
発
掘
で
、
蓋
に
装
飾
状
の

彫
刻
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
内
部
主
体
が

重
要
と
考
え
ら
れ
て
、
急

き
ゅ
う
き
ょ遽

県
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

持
松
台
地
に
は
、
数
個
の
古
墳
が
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も

封ほ
う
ど土
を
失
っ
て
お
り
、
こ
の
塚
原
古
墳

の
み
が
墳
丘
を
残
し
て
い
ま
す
。
墳
丘

は
周
囲
か
ら
削
り
取
ら
れ
て
小
さ
く
な

り
、
ま
る
で
方
墳
の
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
ま
ぎ
れ
の
な
い
円
墳
で
す
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
多
田
隈
）

近景

遠景

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画 市絵画市絵画

市彫刻 市彫刻市彫刻

市工芸 市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古 市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡 市  

史
跡市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝 市  

名
勝市  

名
勝
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県指定

所在地

地図

4849

付
城
横
穴
群

城
字付城

29

史跡

つ
け
じ
ろ
よ
こ
あ
な
ぐ
ん

P.141

県
｜
16

　

崖
面
に
九
六
基
の
横
穴

墓
が
上
下
五
～
六
段
に
わ

た
っ
て
造
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

中
央
付
近
の
三
基
に
は

鋸
歯
文
の
線
刻
や
赤
色
の

同
心
円
等
の
装
飾
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
複
室
の
横
穴

も
一
基
見
ら
れ
ま
す
。

　

時
代
的
に
は
、
近
く
に

あ
る
馬
塚
古
墳
と
同
時
代

の
古
墳
時
代
後
期
（
六
世

紀
）
頃
の
も
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。	　
（
福
本
）

67 号横穴

崖面に横穴群が連なる

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画市絵画 市絵画

市彫刻市彫刻 市彫刻

市工芸市工芸 市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古市考古 市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

有
形

  

　
民
俗

市  

史
跡市  

史
跡 市  

史
跡

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

天
然

  

記
念
物

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

無
形

  

　
民
俗

市  

名
勝市  

名
勝 市  

名
勝
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県指定

所在地

地図

4849

　

茶ち
ゃ
う
す
づ
か

臼
塚
古
墳
、小こ

ま
ち
づ
か

町
塚
古
墳
、

五ご
し
ゃ
ぐ
う

社
宮
塚
古
墳
、平ひ

ら

原ば
る

塚づ
か

古
墳
、

朱し
ゅ
づ
か塚

古
墳
、
大
塚
古
墳
、
頂

ち
ょ
う
づ
か塚

古
墳
の
七
基
の
古
墳
か
ら
な
る

古
墳
群
で
す
。
菊
池
川
流
域
で

は
最
も
古
く
、
古
墳
時
代
前
期

か
ら
中
期
ま
で
の
古
墳
の
変
遷

を
示
す
も
の
と
し
て
も
貴
重
で

す
。
頂
塚
古
墳
を
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
舟
形
石
棺
が
見
つ
か

り
、
そ
こ
か
ら
は
滑
石
で
作
ら

れ
た
長
さ
わ
ず
か
五
㍉
程
度
の

小
型
勾
玉
が
数
十
点
出
土
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
茶
臼
塚
古
墳
は
、
地

元
で
は
一
本
松
と
呼
ば
れ
、

天て
ん
じ
ゅ授
元
（
一
三
七
五
）
年
、
足

利
幕
府
か
ら
菊
池
氏
討
伐
を
命

じ
ら
れ
た
今
川
了り

ょ
う
し
ゅ
ん

俊
が
、
陣

を
構
え
た
場
所
と
し
て
も
有
名

で
す
。　
　
　
　
　
　
（
芹
川
）

津
袋
古
墳
群

鹿本町
津袋、高橋

30

史跡

つ
ぶ
く
ろ
こ
ふ
ん
ぐ
ん

P.140

県
｜
17

津袋大塚古墳

頂塚古墳 平原塚古墳石棺

茶臼塚古墳 小町塚古墳

五社宮塚古墳 朱塚古墳

国
登
録

国
登
録

国
登
録

県
指
定

県
指
定

県
指
定

市
建
造
物

市
建
造
物

市
建
造
物

市絵画 市絵画市絵画

市彫刻 市彫刻市彫刻

市工芸 市工芸市工芸

市
古
文
書

市
古
文
書

市
古
文
書

市考古 市考古市考古

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
財

市  

無
形

  

文
化
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岩
原
横
穴
群
は
、
岩
原

台
地
（
阿
蘇
熔
結
凝
灰
岩
）

の
崖
面
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
台
地
の
周
囲
約
五
五
〇

㍍
の
範
囲
に
一
三
一
基
が

分
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

台
地
の
地
形
か
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大
き
く
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分
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
う
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飾

文
様
が
あ
り
ま
す
。
Ⅰ
群

一
四
号
横
穴
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は
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ン
ド

ラ
の
舟
縁
の
形
に
櫓ろ

べ
そ

を
持
っ
た
屍
床
が
あ
り
、

舟
葬
思
想
を
う
か
が
わ
せ

ま
す
。
ま
た
、
横
穴
の
内

部
の
形
は
「
コ
」
字
形
の

屍
床
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

駐
車
場
や
案
内
板
も
あ

り
、
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近
に
横
穴
墓
を
眺

め
ら
れ
ま
す
。　
（
池
上
）

岩
原
横
穴
群

志々岐、
鹿央町岩原
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